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【コ メ ン ト】 金坂 清則'
唐暁峰教授:の発表は、元から明の帝都、次いで明から清の帝都 となることによって、北京
(北京城)が 時の権力者によってどのように改変され、その都市プラン ・都市構造がいかに変
容 したか、いわば都市プラン ・都市構造の持続と改変 ・変容の実態を、歴史的事実に即 して、
歴史地理学 ・都市地理学的な観点から具体的に示 したものである。的確な史 ・資料の活用 と風
水や都市制度への着目(当 然のことではあるが)に 加えて、コスモロジー論のよ うな比較的新




②資料、③外国人の研究 とい う、相互に重なる3つ の側面から行った。




G.W.Skinner・ 斯波義信 らによって体系的に論 じられた都市の階層性が重要な論点になるか
らである。また、このような比較の視点の導入によって明 ・清北京城の特質とその歴史景観の
今 日的価値がより明確にな りそれを都市整備に生かすことができると考えられるか らである。
第2に 、都市史 ・建築史学や歴史学(日 本の場合に比べれば関係がより強い)な ど隣接分野か
らの北京の都市史研究についての唐教授の見解の提示があったならば一層よかったと思われる。
学問分野間の越境 ・交流とその中での歴史地理学の独 自性の追求が、本研究のようなテーマに
















極的 に取 り込む姿勢 こそは静的にな りがちな地理学 的研 究の問題点 を打破す ることに もなる。
写真 について一言すれば、『旧京大観』や 『旧京史照』 のよ うな発表者 もご存 じの写真集 に収め
られ た写真 よ りも古 い、F.ベ ア ト(FeliceBeato)が 第 二次アヘ ン戦争 下の1860年 に撮影 した
写真が とくに貴重で あるが、そのほか1.バ ー ド(lsabellaBird,Mrs.J.F.Bishop)の写真集
にも本発 表に関係 する写真 が若 干ある。 最初、1862年 にアルバ ム としてまとめられ たベア トの
写真 は、近年ではD.ハ リス(DavidHarris)に よって編纂 ・出版 されている(DavidHanised..
OfBattleandBeauty.'FeliceBeato'sPhotographsofChina,SantaBarbaraMuseumofArt,1999)。
③外 国人の研 究 最後 は、評者 自身 これ に詳 しいわけではないが、 日本 を含む外 国人 の中国
都 市や 世界の歴 史的都市 の都市構造 ・都 市プラン研究 の成果 の摂取 もあれ ばよ りよい とい うこ
とである。尤 もこれ は、外 国人 の歴史地理 ・都市地理研究者 が、中国の歴史的都市や これ に関
す る中国人研究者 の研究成果 にもっ と通 じなけれ ばな らない とい うことで もある。その よ うな
機会 の提供 とい う点で、本 シンポジウムも北京 を対象 と した本発表 も誠 に有意義で あった。
(京都 大学大学院 人間 ・環境学研究科)
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